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日
本
は
今
、
本
格
的
な
人
口
減
少
・

低
成
長
時
代
を
迎
え
て
い
る
が
、
そ
れ

に
対
し
、
地
域
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
の
答
え
の
ひ
と
つ

を
創
る
た
め
、
２
０
１
１
年
か
ら
、
私

た
ち
は
い
く
つ
か
の
地
域
と
共
に
「
地

域
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
」
を
進

め
て
き
た
。（
※
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
＝
共
創
と
は
、
地
域
内
外
の
人
々
が

協
力
し
て
地
域
に
新
た
な
仕
組
み
や
事

業
な
ど
を
創
造
す
る
こ
と
を
指
す
。）

　

こ
の
研
究
は
、
地
域
に
コ
・
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
し
、

地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。
最
も
特
徴
的
な
点
は
、
リ
ク
ル
ー

ト
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
の
人
々
・
企

業
と
地
域
の
人
々
が
、
対
等
の
関
係
で

価
値
を
提
供
し
合
い
な
が
ら
、
地
域
に

創
造
の
火
を
つ
け
て
い
く
こ
と
だ
。

　

ま
た
２
０
１
３
年
か
ら
は
、
地
域
同

士
が
学
び
合
う
「
コ
ー
ク
リ
ラ
ボ
（
地

域
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
）」
も

ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
回
は
4
年
間
の
成

果
と
し
て
、
３
つ
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

今
、
日
本
の
地
域
は
多
く
の
共
通
課

題
を
抱
え
て
い
る
と
私
た
ち
は
考
え
て

い
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。

◉
つ
な
が
り
の
悪
循
環

・
行
政
と
民
間
の
対
立

・
地
域
内
の
複
雑
な
し
が
ら
み

・
役
割
の
固
定
化

・
地
域
内
の
連
携
の
乏
し
さ

・
地
域
外
と
の
連
携
の
乏
し
さ

・
情
報
の
不
足

・
保
守
的
な
姿
勢
、
前
例
主
義

・
挑
戦
へ
の
逆
風

◉
人
材
の
悪
循
環

・
地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
不
足

・
不
十
分
な
人
材
育
成
、
ス
キ
ル
不
足

・
家
業
と
地
域
づ
く
り
の
両
立
の
困
難

・
優
秀
な
人
へ
の
役
割
・
仕
事
の
集
中

・
希
薄
な
問
題
意
識

・
伝
統
・
知
識
の
継
承
の
先
細
り

◉
経
済
の
悪
循
環

・
縮
小
す
る
地
域
経
済

・
減
少
す
る
雇
用
・
賃
金
・
消
費

・
減
少
す
る
税
収
と
補
助
金
へ
の
依
存

・
地
域
医
療
・
福
祉
の
危
機

・
若
者
の
流
出

　

私
た
ち
は
、
地
域
に
コ
・
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
巻
き
起
こ

し
、
以
上
の
課
題
の
全
体
的
な
解
決
を

目
指
す
。
そ
し
て
、
地
域
に
つ
な
が
り
、

人
材
、
経
済
の
好
循
環
を
も
た
ら
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
人
口
減
少
や
低
成

長
そ
の
も
の
を
変
え
る
の
は
難
し
い
が
、

こ
こ
に
挙
げ
た
課
題
は
全
て
、
地
域
の

人
々
の
想
い
、
姿
勢
、
行
動
が
変
わ
り
、

質
の
高
い
つ
な
が
り
が
増
え
れ
ば
、
十

分
に
改
善
が
可
能
で
あ
る
。

地
域
と
都
市
が
対
等
に
協
力
し
、

地
域
に
創
造
の
火
を
つ
け
る
！

目
指
す
は
、
つ
な
が
り
、

人
材
、
経
済
の
好
循
環
だ

心を動かす、
日本を元気にする
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当
に
若
者
は

「
ク
ル
マ
離
れ
」な
の
か
？

価
値
と
感
動
を

生
み
出
す
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
マ
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像
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日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し

私
た
ち
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
は
、

2
0
1
1
年
か
ら
日
本
全
国
の
地
域
を
元
気
に
す
る
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て

「
地
域
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
」（
旧
・
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
）を
行
っ
て
き
た
。

4
年
間
の
成
果
と
し
て
３
つ
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

み
ん
な
ゴ
ト
化
×
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
、

地
域
に
創
造
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
す
！

人
口
減
少
・
低
成
長
時
代
の

地
域
コ・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究

第5・6・7弾

地域コ・
クリエーション

研究
（旧：地域イノベーション研究）



　

３
ス
テ
ッ
プ
目
に
、
自
分
ゴ
ト
と
し

て
捉
え
た
地
域
課
題
に
つ
い
て
の
思
い

や
考
え
を
皆
で
持
ち
寄
り
、
共
有
し
、

対
話
す
る
。す
る
と
、地
域
課
題
の「
本

質
」、
課
題
が
起
き
て
い
る
真
の
理
由

や
原
因
、
解
決
の
方
向
性
な
ど
が
見
え

て
く
る
。
そ
の
過
程
で
、
自
分
ゴ
ト
が

「
み
ん
な
ゴ
ト
」
に
変
わ
っ
て
い
く
。

　

皆
で
本
質
を
悟
っ
た
後
、今
度
は「
北

極
星
（
あ
り
た
い
未
来
）」
を
皆
で
定

め
て
共
有
し
、
未
来
思
考
で
地
域
を
考

え
る
。
20
年
後
、
10
年
後
、
1
年
後
と

い
っ
た
形
で
段
階
的
に
考
え
て
い
く
と
、

北
極
星
は
よ
り
具
体
的
に
見
え
て
く
る
。

こ
れ
は
、
ど
う
し
て
も
保
守
的
に
な
り
、

挑
戦
を
避
け
て
し
ま
い
が
ち
な
日
常
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
プ
ロ

セ
ス
だ
。
北
極
星
を
創
る
習
慣
を
身
に

つ
け
る
と
、
議
論
が
前
向
き
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

皆
が
地
域
の
課
題
を
自
分
ゴ
ト
と
し

て
捉
え
、
質
の
高
い
つ
な
が
り
が
増
え
、

北
極
星
を
共
有
す
れ
ば
、
地
域
内
に
も

と
も
と
備
わ
っ
て
い
た
多
様
な
知
識
・

ア
イ
デ
ア
・
技
術
な
ど
が
自
然
と
交
差

し
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
化
学
反
応
、
つ
ま

り
創
造
が
多
様
に
起
こ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
こ
に
地
域
外
の
人
・
企
業
の
存
在
が

あ
れ
ば
、
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性

は
さ
ら
に
高
ま
る
。
ま
た
、
こ
の
段
階

に
な
る
と
、
参
加
者
の
挑
戦
意
欲
は
十

分
に
高
ま
っ
て
い
る
。「
や
り
た
い
」

サ
イ
ク
ル
に
入
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

最
後
に
必
ず
、
全
員
に
一
歩
踏
み
出

す
こ
と
を
促
す
。
踏
み
出
せ
ば
、
何
か

が
変
わ
る
か
ら
だ
。
創
造
を
計
画
に
留

め
ず
、
実
際
に
変
化
を
起
こ
す
た
め
に

は
、
失
敗
し
て
も
よ
い
か
ら
踏
み
出
す

一
歩
が
欠
か
せ
な
い
。こ
の
研
究
で「
プ

ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
（
試
行
）」
を
重
視

す
る
の
も
同
じ
理
由
だ
。
試
し
に
実
施

し
て
み
る
と
、
成
功
要
因
や
課
題
点
が

明
確
に
な
り
、
何
よ
り
次
へ
つ
な
が
る

推
進
力
と
な
る
。
こ
の
踏
み
出
し
の
積

み
重
ね
が
、
北
極
星
を
実
現
す
る
の
だ
。
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ま
ず
、
地
域
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
全
体
の
仕
組
み
と
、

研
究
の
「
２
フ
ェ
イ
ズ（
①
み
ん
な
ゴ
ト
化
、
②
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）」を
紹
介
す
る
。

土
創
り
サ
イ
ク
ル
を
浸
透
さ
せ
、

都
市
と
の
良
質
な
つ
な
が
り
を
増
や
す

　

前
ペ
ー
ジ
で
掲
げ
た
数
々
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
提
供
し
て
い
る
価
値
は
、

主
に
ふ
た
つ
だ
。
ひ
と
つ
は
「
土
創
り

サ
イ
ク
ル
」、
も
う
ひ
と
つ
は
「
都
市
・

他
地
域
と
の
つ
な
が
り
」
で
あ
る
。

　

特
に
一
番
の
武
器
と
な
る
の
が
、「
土

創
り
サ
イ
ク
ル
」（
図
1
）
と
い
う
も

の
だ
。
こ
れ
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ー

チ
ン
グ
（
※
１
）、
シ
ス
テ
ム
・
コ
ー

チ
ン
グ
®
（
※
２
）、
Ｕ
理
論
（
※
３
）、

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
※
４
）、

ホ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ａ

Ｉ
（
※
５
）、
Ｏ
Ｓ
Ｔ
（
※
６
）、
ワ
ー

ル
ド
・
カ
フ
ェ
（
※
７
））
な
ど
の
組
織

変
革
手
法
を
基
に
、
私
た
ち
が
独
自
に

創
り
出
し
た
「
思
考
・
行
動
の
型
」
で

あ
る
。
こ
れ
を
地
域
の
人
々
に
浸
透
さ

せ
、
習
慣
づ
け
し
て
い
く
こ
と
で
、
地

域
の
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に

し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
研
究
の
中

心
的
な
活
動
だ
。
土
創
り
サ
イ
ク
ル
は
、

地
域
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の「
エ

ン
ジ
ン
」
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
内
外
の
人
々
と

「
セ
ッ
シ
ョ
ン
」（
１
名
か
ら
数
百
名
で

の
対
話
）
を
行
う
こ
と
で
、
土
創
り
サ

イ
ク
ル
を
広
め
て
い
く
。
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
下
、
数
時

間
で
土
創
り
サ
イ
ク
ル
を
一
回
転
さ
せ

る
。
こ
れ
を
何
度
も
体
験
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
土
創
り
サ
イ
ク
ル
が
身
体
に

染
み
込
ん
で
い
く
こ
と
を
狙
う
。

　

ま
た
、
参
加
者
の
選
定
、
準
備
、
フ

ォ
ロ
ー
な
ど
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
前
後
に

行
う
多
く
の
行
動
や
決
断
も
、
同
じ
く

ら
い
重
要
な
成
長
の
糧
と
な
る
。

　

土
創
り
サ
イ
ク
ル
が
、
な
ぜ
地
域
を

変
え
る
の
に
効
果
的
な
の
か
。
そ
こ
に

は
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
土

創
り
サ
イ
ク
ル
の
各
ス
テ
ッ
プ
と
共
に

紹
介
し
た
い
。

　

土
創
り
サ
イ
ク
ル
で
は
、
ま
ず
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
心
・
内
面
を
見
つ
め

直
し
、
自
己
の
奥
底
に
眠
る
地
域
へ
の

想
い
に
目
覚
め
る
よ
う
促
す
。
す
る
と
、

人
々
は
地
域
の
課
題
を
他
人
ご
と
で
は

な
く
、「
自
分
ゴ
ト
」
と
し
て
捉
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

も
と
も
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
「
地

域
を
良
く
し
た
い
」
と
い
う
想
い
や
地

域
へ
の
愛
着
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

普
段
は
そ
の
気
持
ち
に
蓋
を
し
て
い
る

人
や
忘
れ
て
い
る
人
が
多
い
の
だ
。
彼

ら
が
そ
の
想
い
に
目
覚
め
、
自
分
ゴ
ト

で
物
事
を
考
え
始
め
る
と
、
地
域
に
対

す
る
問
題
意
識
が
俄
然
高
ま
り
、
内
発

的
動
機
で
動
き
出
す
。
こ
の
「
自
分
ゴ

ト
化
」
が
変
化
の
第
一
歩
だ
。

　

次
に
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
地

域
内
外
の
人
々
と
互
い
に
よ
く
理
解
し

合
い
、
ま
た
地
域
そ
の
も
の
と
深
く
つ

な
が
る
こ
と
を
促
す
。
土
創
り
サ
イ
ク

ル
で
は
、
常
に
「
関
係
・
つ
な
が
り
の

質
」
の
向
上
を
狙
っ
て
い
る
。
地
域
内

の
連
携
力
、
行
政
と
民
間
の
連
携
力
、

周
辺
地
域
と
の
連
携
力
、
企
業
や
都
市

と
の
連
携
力
を
高
め
る
た
め
だ
。
関
係

の
質
が
高
ま
る
だ
け
で
、
課
題
解
決
に

向
け
て
前
進
す
る
こ
と
も
多
い
。

「
土
創
り
サ
イ
ク
ル
」を

回
し
続
け
れ
ば
、

地
域
は
変
わ
る

理論
と

全体像

理論①
地域コ・クリエーション

研究の
関係

の
質

行動
の
質

結果
の
質

思考
の
質

図2：成功循環モデル

図4：「やりたい」サイクルと「やらねば」サイクル

※1：パーソナル・コーチング／真に対等で創造的な人間関係を主体的に構築し、対話によって相手の自己実現や目標達成を図る技術。
※2：システム・コーチング®／2人以上のパートナーシップやチームをクライアントとするコーチングの新しいアプローチ。
※3：U理論／オットー・シャーマー氏（MIT教授）によって生み出されたもので、解のない複雑な状況でイノベーションを実現するための道標を示す理論。
※4：フューチャーセッション／最適解のない複雑な問題を解決するために、企業・行政・NPOなどのセクターの壁、組織内の部署の壁、専門分野の壁など、立場の違いを超えた対話により、協調アクションを生み出す場。
※5：AI（アプリシエイティブ・インクワイアリー）／インタビューなどを活用して、強みや価値を共有することにより、ポジティブな意識を引き出し、共通の想いや目的意識を生み出す手法。
※6：OST（オープン・スペース・テクノロジー）／参加者が情熱と責任をもって話し合いたいテーマがすべて取りあげられ、オープンな話し合いによってアクションプランを生み出す手法。
※7：ワールド・カフェ／カフェのもつエッセンスを最大限に取り入れながら、人々 がオープンに話し合い、創発を生み出すことを可能とする話し合いの方法論。

土創りサイクルを身体に染み込ませることで、個人が、そし
て地域が変わっていく。

図1：土創りサイクル

●❻
一歩踏み

出す

●❺
化学反応を

起こす

●❹
北極星を

創る

●❶
想いに

目覚める

●❷
深く

つながる

●❸
本質を
悟る

〈
想
い
に
目
覚
め
る
〉
と
、

「
自
分
ゴ
ト
」で
考
え
る
か
ら

Step
1

〈
深
く
つ
な
が
る
〉と
、

「
関
係
の
質
」が
高
ま
る
か
ら

Step
2

〈
本
質
を
悟
る
〉と
、

「
み
ん
な
ゴ
ト
」に
な
る
か
ら

Step
3

〈
北
極
星
を
創
る
〉と
、

「
未
来
思
考
」で
考
え
る
か
ら

Step
4

〈
化
学
反
応
を
起
こ
す
〉と
、

「
創
造
」が
起
こ
る
か
ら

Step
5

〈
一
歩
踏
み
出
す
〉と
、

「
変
化
」す
る
か
ら

Step
6

人
の
「
潜
在
的
な
可
能
性
」に

注
目
し
、信
じ
る

　

ど
の
よ
う
な
人
に
も
「
潜
在
的
な
可

能
性
」
が
あ
る
。
地
域
で
は
、
役
割
や

関
係
が
固
定
さ
れ
が
ち
で
、
秘
め
ら
れ

た
可
能
性
が
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
。
一
人
ひ
と
り
の
未
知
の
能
力

を
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
も
、
私
た
ち

が
重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
だ
。

Point

関
係
の
質
が

成
功
の
好
循
環
を
生
む

　

ダ
ニ
エ
ル
・
キ
ム
氏
（
元
Ｍ
Ｉ
Ｔ
教

授
）
が
提
唱
す
る
「
成
功
循
環
モ
デ

ル
」（
図
２
）
に
よ
れ
ば
、
思
考
、
行

動
、
結
果
の
質
は
「
関
係
の
質
」
に

大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
関
係
の
質
を

高
め
る
こ
と
が
、
思
考
、
行
動
、
結

果
の
質
を
高
め
る
好
循
環
を
生
み
出

す
。
私
た
ち
は
、
関
係
の
質
の
向
上

を
重
視
し
て
い
る
。

Point

ワ
ク
ワ
ク
と
経
済
の

両
立
を
目
指
す

　

素
晴
ら
し
い
仕
組
み
も
、
経
済
の

循
環
や
利
益
が
つ
い
て
こ
な
い
と
長

続
き
し
な
い
。
私
た
ち
は
ワ
ク
ワ
ク

と
経
済
の
両
立
を
目
指
し
、
楽
し
く

持
続
的
な
地
域
創
り
の
伴
走
を
す
る
。

Point

「
や
ら
ね
ば
」
サ
イ
ク
ル
か
ら

「
や
り
た
い
」
サ
イ
ク
ル
へ

創
造
性
を
高
め
る
に
は
、「
や
ら
ね
ば
」

サ
イ
ク
ル
で
は
な
く
、「
や
り
た
い
」
サ

イ
ク
ル
（
図
４
）
に
よ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

ア
プ
ロ
ー
チ
が
欠
か
せ
な
い
。
土
創
り

サ
イ
ク
ル
で
は
、
人
々
が
「
や
り
た
い
」

サ
イ
ク
ル
に
入
る
こ
と
を
常
に
促
す
。

Point

北極星
ありたい未来

図3：未来思考

北極星（ありたい未来）を設定するだけでも未来
は変わる。

現状 成り行きの
未来

未
来
思
考
で

理
想
の
地
域
を
追
求
す
る

　

私
た
ち
は
「
未
来
思
考
（
図
３
）」

を
重
視
す
る
。
未
来
思
考
と
は
、「
あ

り
た
い
未
来
（
北
極
星
）」、
つ
ま
り

考
え
る
だ
け
で
楽
し
く
な
り
、
力
が

湧
い
て
く
る
よ
う
な
未
来
、
本
当
に

皆
が
実
現
し
た
い
未
来
を
皆
で
設
定
・

共
有
し
、
そ
こ
に
到
達
す
る
た
め
に

何
を
し
た
ら
よ
い
か
を
各
々
が
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
だ
。「
正
解
の
な
い
時

代
」
だ
か
ら
こ
そ
、
北
極
星
を
設
定

し
な
い
と
結
局
は
成
り
行
き
の
未
来

に
留
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
皆

で
制
約
や
困
難
を
乗
り
越
え
、
地
域

に
変
化
を
起
こ
し
続
け
る
た
め
に
は
、

北
極
星
の
力
が
欠
か
せ
な
い
。

Point
自分ゴト・

みんなゴトとして
考えながら、

北極星（ありたい未来）を
イメージする

創造のパターン
ポジティブアプローチ

問題処理のパターン
ギャップアプローチ

「やりたい」
サイクル

「やらねば」
サイクル

共有ビジョン 完了せねばならない状態

純粋な目的
（夢、価値観）

現状との
ギャップ

前進と
達成感

処理と
「片づいた」感

自己肯定・
効力感

逃避による
活動の低下

達成意欲
による行動

回避動機
（≒プレッシャー）

による行動

時間経過

成
果

要求水準

時間経過

成
果

アクセル
ポイント ブレーキ

ポイント

※オーセンティックワークス株式会社作成の図をJRCで一部改訂



　

私
た
ち
が
提
供
す
る
価
値
の
中
心
は

「
土
創
り
サ
イ
ク
ル
」
だ
が
、
さ
ら
に

地
域
の
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発

に
す
る
に
は
、
別
に
「
ガ
ソ
リ
ン
」
が

必
要
だ
。
そ
れ
が
、「
都
市
・
他
地
域

と
の
つ
な
が
り
」
で
あ
る
。

　

地
域
内
で
関
係
の
質
を
高
め
る
だ
け

で
も
、
一
定
の
効
果
は
あ
る
。
い
く
つ

か
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
、
地

域
は
着
実
に
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
一
地
域
だ
け
で
起
こ
せ
る
変

化
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
も
確
か
だ
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
計
ら
い
な
が
ら
、
私
た
ち
の
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
を
ベ
ー
ス
に
「
都
市
・
他
地
域

の
人
や
企
業
と
の
つ
な
が
り
」
を
適
宜

地
域
に
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た

私
た
ち
が
地
域
に
も
た
ら
す
こ
と
の
で

き
る
重
要
な
価
値
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

都
市
・
他
地
域
の
人
や
企
業
が
、
そ

の
地
域
に
は
な
か
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ア

イ
デ
ア
・
知
識
・
思
想
・
技
術
・
経
験
・

資
金
・
施
設
・
も
の
な
ど
を
持
ち
込
む

こ
と
で
、
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
旋

風
が
巻
き
起
こ
る
可
能
性
は
一
気
に
高

く
な
る
。
ま
た
、
つ
な
が
り
が
つ
な
が

り
を
呼
び
、
関
係
の
輪
が
拡
大
し
て
い

く
効
果
も
見
逃
せ
な
い
。
都
市
と
地
域
、

地
域
と
地
域
が
出
会
う
と
こ
ろ
に
、
ワ

ク
ワ
ク
す
る
創
造
が
数
多
く
生
ま
れ
る

の
だ
。

　

地
域
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
は
、

大
き
く
次
の
２
フ
ェ
イ
ズ
（
図
５
）
に

分
け
て
行
っ
て
い
く
。（
詳
細
は
次
ペ

ー
ジ
以
降
に
説
明
）

❶
エ
ン
ジ
ン
チ
ー
ム
を
創
る

　

最
初
に
中
心
と
な
る
「
エ
ン
ジ
ン
チ

ー
ム
」
を
結
成
し
、
土
創
り
サ
イ
ク
ル

を
し
っ
か
り
伝
え
る
。
意
欲
の
高
い
人

な
ら
、
メ
ン
バ
ー
は
誰
で
も
か
ま
わ
な

い
。
和
歌
山
県
有
田
市
（
7
ペ
ー
ジ
）

は
市
役
所
職
員
、
熊
本
県
黒
川
温
泉
で

は
青
年
部
の
中
心
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。

❷「
土
」
を
創
る

　

エ
ン
ジ
ン
チ
ー
ム
が
中
心
と
な
っ
て

地
域
内
の
人
々
に
土
創
り
サ
イ
ク
ル
を

伝
播
・
浸
透
さ
せ
て
い
き
、
地
域
に
共

感
・
共
鳴
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
土
壌

を
創
る
。
ま
た
、
地
域
外
と
の
つ
な
が

り
も
適
宜
結
ん
で
い
く
。
土
創
り
が
進

む
と
、
ア
イ
デ
ア
の
「
芽
」
が
数
多
く

出
て
く
る
よ
う
に
な
る
。

❸
仕
組
み
を
創
る

　

継
続
的
に
実
行
す
る
た
め
に
、
芽
か

ら
仕
組
み
（
組
織
、
営
利
・
非
営
利
事

業
な
ど
）
の
「
苗
木
」
を
創
る
。
そ
の

際
、
都
市
・
他
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

増
や
し
、
画
期
的
な
創
造
の
可
能
性
を

高
め
る
。
そ
し
て
、
仕
組
み
自
体
が
土

創
り
サ
イ
ク
ル
を
地
域
に
根
づ
か
せ
な

が
ら
、
苗
木
を
育
て
て
い
く
。

❹
好
循
環
の
地
域
へ

　

数
々
の
仕
組
み
が
「
木
」
に
育
つ
頃

に
は
、
そ
の
木
の
「
実
」
が
地
域
に
実

り
、
つ
な
が
り
、
人
材
、
経
済
の
好
循

環
を
生
み
出
し
て
い
る
は
ず
だ
。

み
ん
な
ゴ
ト
化
か
ら

始
め
て
、
地
域

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
狙
う

全体像
フ
ェ
イ
ズ
１

【
み
ん
な
ゴ
ト
化
】

フ
ェ
イ
ズ
2

【
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
】

都
市
・
他
地
域
と
の

つ
な
が
り
が
、

創
造
の
火
を
起
こ
す
！

理論②

●0  地域力診断
2011～

地域活性化フレーム
地域力診断

●2  「土」を創る

●4  好循環の地域へ

2012～
みんなゴト 文化創り

＠黒川（熊本）

●1  エンジン
チームを創る

2012～
行政コアチーム創り

＠上天草（熊本）

2013～
新しい行政・

地域のあり方研究
＠有田（和歌山）

●3  仕組みを
創る

2013～
地域発新事業

創出研究
＠黒川（熊本）

図5：地域コ・クリエーション研究の2フェイズ

フ
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イ
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地
域
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ベ
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】
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有
田
市
は
人
口
約
3
万
人
。
有
田
み

か
ん
と
タ
チ
ウ
オ
漁
で
有
名
だ
。
私
た

ち
は
有
田
市
役
所
の
方
々
と
共
に
、
２

０
１
３
年
６
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
の

約
１
年
間
、
地
域
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
研
究
を
実
施
し
た
。

　

６
月
の
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

集
ま
っ
た
の
は
、秘
書
広
報
課（
当
時
）・

田
代
さ
ん
、
総
務
課
・
松
村
さ
ん
、
福

祉
課
・
宮
㟢
さ
ん
、
産
業
振
興
課
・
大

松
さ
ん
、
市
立
病
院
医
務
課
・
神
保
さ

ん
、
消
防
本
部
（
当
時
）・
鎌
田
さ
ん
、

望
月
市
長
の
７
名
。
市
長
を
除
く
６
名

が
エ
ン
ジ
ン
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
だ
。

皆
、
有
田
市
役
所
の
職
員
だ
が
、
所
属

の
異
な
る
組
織
横
断
チ
ー
ム
で
あ
る
。

　

６
名
を
集
め
た
の
は
、
望
月
市
長
。

一
人
ひ
と
り
が
自
発
的
に
考
え
、
行
動

す
る
市
役
所
に
改
革
し
た
い
と
い
う
市

長
の
強
い
想
い
が
Ｊ
Ｒ
Ｃ
に
届
い
た
こ

と
か
ら
、
地
域
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

研
究
の
実
施
が
決
ま
っ
た
の
だ
。

　

エ
ン
ジ
ン
チ
ー
ム
と
は
、
１
年
で
計

10
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン（
表
1
）を
行
っ
た
。

エ
ン
ジ
ン
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ

メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
Ｕ
理
論
の
専
門
家
・

中
土
井
僚
さ
ん
が
一
部
参
加
し
た
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
経
て
、
メ
ン
バ
ー
は

着
実
に
変
化
し
た
。
自
分
ゴ
ト
化
、
つ

な
が
り
の
質
の
向
上
、
未
来
思
考
な
ど

を
自
ら
実
践
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
行

動
力
や
巻
き
込
み
力
が
向
上
し
た
。

　

と
り
わ
け
メ
ン
バ
ー
を
大
き
く
変
え

た
の
が
「
共
感
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
だ
。

各
自
が
地
域
内
外
の
人
々
を
自
由
に
選

ん
で
取
材
し
、
内
容
を
共
有
・
内
省
す

る
取
り
組
み
で
、
地
元
漁
師
、
大
学
ラ

グ
ビ
ー
部
監
督
、
作
家
な
ど
多
様
な
25

名
を
取
材
し
た
。
単
な
る
視
察
や
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
は
な
く
、
取
材
対
象
者
の
目

線
で
、
そ
の
気
持
ち
を
深
く
理
解
・
共

感
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
も
ら
っ
た
。

共
感
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
、
特
に

メ
ン
バ
ー
の
「
傾
聴
力
」
が
高
ま
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
経
験
を
経
て
、
皆
が
行

政
と
市
民
と
の
対
立
構
造
を
解
消
す
る

行
動
を
起
こ
し
た
点
が
特
徴
的
だ
。

　

そ
の
後
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
ひ
と
つ

の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、
実
行
に
移
さ

れ
た
。「
わ
い
が
や
会
（
わ
い
わ
い
が

や
が
や
あ
が
ら
の
ま
ち
を
皆
で
考
え
て

み
よ
ら
会
）」
で
あ
る
。
多
く
の
市
民

と
共
に
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
「
土
創
り

イ
ベ
ン
ト
」
だ
。
こ
こ
で
初
め
て
、
エ

ン
ジ
ン
チ
ー
ム
創
り
か
ら
地
域
の
土
創

いずれも2013年12月に開いた「わいがや会」の一コマ。100名もの市民が対話に熱中し、
さまざまなアイデアを生み出した

フェイズ1
みんなゴト化

地域コ・クリエーション
研究の

６
名
の
市
役
所
職
員
か
ら
始
め
、

土
創
り
サ
イ
ク
ル
を
周
囲
に
伝
播
す
る

ま
ず
は
土
創
り
サ
イ
ク
ル
を
エ
ン
ジ
ン
チ
ー
ム
に
浸
透
さ
せ
、
次
に
地
域
内
に
伝
播
し
て
い
き
、

地
域
課
題
を
「
み
ん
な
ゴ
ト
化
」し
て
、
共
感
・
共
鳴
を
起
こ
し
や
す
い
土
壌
を
創
る
。

◎
事
例
／
和
歌
山
県
有
田
市

表1：和歌山県有田市プロジェクト概要

期間：2013年6月～2014年6月
セッション回数：計10回  ＴＶ会議：計５回

第1回（2013年6月）キックオフセッション
□チームのコア・バリュー発掘、コラージュ

作成、共有ビジョンの創造
第2回（2013年7月）
□地域システムの観察、問題・気がかり

の棚卸し、答えるべき「問い」の設定
第3回（2013年8月）
□共感インタビューの企画、インタビュー

シート作成、準備・実施
第4回（2013年9月）　
□共感インタビューの内容・学びの共有、

氷山モデルとメンタルモデルの探究
第5回（2013年10月）合宿
　※中土井さん参加
□プロジェクトの振り返り（変化・要因・

拡大ツボ）、ありたい未来（北極星）
の探究

第6回・第7回・第8回（2013年12月・
2014年1・2月）

□わいがや会の企画・準備
第9回（2014年4月）
□わいがや会の振り返り、変化を継続・

拡大するためのプランニング
第10回（2014年6月）
□１年間の振り返り、ありたい未来（北

極星）のさらなる探究とプランニング

※なお、みんなゴト化の事例として、『とーりまかし』32号「地域と共に変革を起こす、行政チーム
の創り方」に熊本県上天草市の事例が、33号「志に火をつけ合う地域未来“みんなごと”アクシ
ョン」に熊本県黒川温泉の事例がそれぞれ掲載されている

市
長
の
強
い
想
い
か
ら
、

６
名
の
組
織

横
断
チ
ー
ム
を
結
成

背景

エ
ン
ジ
ン
チ
ー
ム
を
創
る

共
感
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

メ
ン
バ
ー
が
大
き
く

変
貌
を
遂
げ
た

施策①

「
土
」
を
創
る

市
民
１
０
０
名
の

土
創
り
セ
ッ
シ
ョ
ン
、

「
わ
い
が
や
会
」を
実
施

施策②
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エ
ン
ジ
ン
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

有
田
市
立
病
院

事
務
長

田
代
利
彦
さ
ん

　

エ
ン
ジ
ン
チ
ー
ム
へ
の
参
加
が
決
ま
っ
た

と
き
は
、
J
R
C
が
有
田
市
を
変
え
て
く
れ

る
と
甘
く
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
ま
っ
た
く

違
い
ま
し
た
。
行
わ
れ
た
の
は
、
私
た
ち
が

変
わ
り
、
自
ら
地
域
を
変
え
て
い
く
た
め
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
。
し
か
し
今
は
、
そ
れ
が
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
共
感
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
誰
に
話
を
聞
く
の
も
自

由
で
し
た
の
で
、
好
き
な
プ
ロ
野
球
球
団
な

ど
に
も
ア
タ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
結
果
的
に
、

本
当
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
お
話
を
伺
い
、
多

様
な
も
の
の
見
方
や
そ
の
背
景
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
共
感
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

後
は
、
人
の
話
に
深
く
耳
を
傾
け
て
、
そ
の

思
い
を
自
分
ゴ
ト
と
し
て
捉
え
た
上
で
、
自

分
の
意
見
を
語
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
言
で
言
え
ば
、
相
手
と
深
く
分
か
り
合
え

る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
有
田
市
立
病
院
の
事
務
長
と
し
て
、

地
域
医
療
の
切
実
な
問
題
に
日
々
直
面
し
な

が
ら
、
医
療
改
革
に
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す

が
、
お
か
げ
さ
ま
で
ド
ク
タ
ー
や
ナ
ー
ス
か

ら
「
田
代
さ
ん
は
私
た
ち
の
考
え
を
よ
く
理

解
し
て
、
や
る
気
に
さ
せ
る
の
が
本
当
に
上

手
だ
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
も
エ
ン

ジ
ン
チ
ー
ム
で
の
学
び
の
賜
物
で
す
。

エ
ン
ジ
ン
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

有
田
市
役
所 

経
営
管
理
部

総
務
課 

課
長

松
村
尚
彦
さ
ん

　

以
前
の
自
分
に
は
、
自
己
中
心
的
で
人
の

話
を
聞
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
で
は
行
政
に
対
す
る
市
民
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
意
見
に
も
、
相
手
の
立
場
に
立
ち
、

共
感
し
な
が
ら
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
お
か
げ
で

す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

わ
い
が
や
会
の
成
功
を
受
け
て
、現
在
、「
市

役
所
職
員
版
わ
い
が
や
会
」
も
定
期
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
わ
い
が
や
会
の
開
催
前
は
、

市
役
所
内
で
も
エ
ン
ジ
ン
チ
ー
ム
の
活
動
は

あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
で
は
着
実
に
浸
透
し
、
土
創
り
サ
イ
ク
ル

も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
伝
播
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

有
田
市
の
創
造
の
火
種
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
、

今
後
も
職
員
版
、
地
域
版
共
に
、
わ
い
が
や

会
を
定
期
的
に
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
の
夢
は
、
北
極
星
を
「
理
想
の
市
役
所

像
」
と
捉
え
て
皆
と
考
え
を
共
有
し
、
さ
ら

に
「
見
え
る
化
」
し
て
外
に
も
発
表
す
る
こ

と
で
す
。
誰
も
が
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
描

け
る
も
の
を
創
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
役
所
の
北
極
星
を
発
表
し
て
、
数
々
の
創

造
を
起
こ
し
、
近
い
将
来
、
多
く
の
若
者
が

入
り
た
い
と
思
え
る
市
役
所
に
で
き
た
ら
、

有
田
市
は
よ
り
大
き
く
変
化
し
て
い
く
だ
ろ

う
と
夢
を
見
て
い
ま
す
。

有
田
川
町
立
鳥
屋
城
小
学
校

支
援
員

生
駒 

彩
さ
ん

　

私
は
夫
婦
と
も
有
田
市
出
身
で
、
数
年
前

に
帰
郷
。
有
田
市
に
は
み
か
ん
畑
の
モ
ノ
ラ

ッ
ク
（
小
型
モ
ノ
レ
ー
ル
）
や
お
か
い
さ
ん

（
茶
粥
）
な
ど
、
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
に
、
皆
が
気
づ
い
て
い
な
い

現
状
を
変
え
た
い
と
前
か
ら
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
主
婦
に
何
か
で
き
る
場
な
ど

な
か
っ
た
で
す
か
ら
、
わ
い
が
や
会
は
待
望

の
場
。
参
加
後
は
、
私
の
ア
イ
デ
ア
も
実
現

で
き
そ
う
に
思
え
、
生
活
が
断
然
楽
し
く
な

り
ま
し
た
。
同
様
に
町
づ
く
り
に
参
加
し
た

い
市
民
の
方
々
、
た
く
さ
ん
い
る
は
ず
で
す
。

有
田
箕
島
漁
業
協
同
組
合

青
年
部
長

尾
藤
文
紀
さ
ん

 

「
文
紀
に
い
や
ん
の
お
魚
勉
強
会
」
は
、
本

当
に
多
く
の
人
々
の
協
力
な
く
し
て
は
実
現

で
き
な
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
漁
師
さ
ん
、

他
の
港
の
方
々
、
協
賛
企
業
の
方
々
、
保
育

士
の
先
生
方
、
わ
い
が
や
会
で
出
会
っ
た

方
々
な
ど
、
皆
さ
ん
が
力
を
尽
く
し
て
く
れ

ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
中
で

も
イ
ベ
ン
ト
運
営
の
プ
ロ
で
あ
る
市
役
所
職

員
の
皆
さ
ん
が
い
な
け
れ
ば
、
あ
れ
ほ
ど
ス

ム
ー
ズ
に
運
営
・
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
わ
い
が
や
会
も
含
め
、

今
回
は
市
役
所
の
力
を
知
り
ま
し
た
。

有
田
市
議
会 

総
務
建
設
委
員
会 

委
員
長

玉
木
久
登
さ
ん

　

第
１
回
わ
い
が
や
会
に
、
市
議
会
議
員
３

名
と
参
加
し
、
そ
の
手
法
に
驚
き
ま
し
た
。

皆
が
自
分
の
夢
を
語
り
、
誰
の
意
見
も
否
定

し
な
い
会
議
が
あ
る
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
お
魚
勉
強
会
に
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
。
わ
い
が
や
会
で
の
ア
イ
デ
ア
が
短
期
間

で
実
現
で
き
た
こ
と
に
ま
た
驚
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
役
所
内
が
本
当
に
一
丸
と
な
り
、

ま
た
お
魚
勉
強
会
に
続
い
て
、
地
元
リ
ー
ダ

ー
た
ち
が
自
ら
行
動
を
起
こ
す
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
本
当
に
有
田
市
は
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
私
も
尽
力
し
ま
す
。

り
へ
と
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
。

　

初
回
の
わ
い
が
や
会
は
、
２
０
１
４

年
２
月
に
開
か
れ
た
。
参
加
者
は
約
１

０
０
名
で
、
市
長
、
市
議
会
議
員
、
市

役
所
職
員
、
漁
協
関
係
者
、
み
か
ん
農

家
、
地
元
企
業
社
員
、
保
母
、
主
婦
な

ど
、
10
代
か
ら
80
代
ま
で
多
種
多
様
。

ペ
ア
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ワ
ー
ル
ド
・

カ
フ
ェ
な
ど
を
行
っ
て
土
創
り
サ
イ
ク

ル
を
回
し
、
最
後
に
は
「
語
り
部
の
強

化
」「
イ
ベ
ン
ト
体
験
ツ
ア
ー
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
る
に
至
っ
た
。

５
月
に
は
早
く
も
第
２
回
を
開
催
。
初

回
以
上
に
深
く
踏
み
込
ん
だ
話
し
合
い

が
行
わ
れ
、
数
々
の
ア
イ
デ
ア
の
「
芽
」

が
生
ま
れ
た
。

　

２
回
の
わ
い
が
や
会
の
影
響
は
大
き

く
、
有
田
市
に
は
数
々
の
コ
・
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
っ
た
。

　

２
０
１
４
年
６
月
、「
文
紀
に
い
や

ん
の
お
魚
勉
強
会
」
が
箕
島
漁
港
で
開

か
れ
た
。
第
２
回
わ
い
が
や
会
で
、
有

田
箕
島
漁
業
協
同
組
合
青
年
部
長
の
尾

藤
文
紀
さ
ん
が
提
案
し
た
ア
イ
デ
ア
で
、

彼
の
「
子
ど
も
た
ち
に
生
き
た
魚
に
触

れ
て
も
ら
い
、
魚
を
好
き
に
な
っ
て
欲

し
い
」
と
い
う
想
い
が
、
市
内
や
周
辺

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
・
企
業
の
協
力

で
形
に
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
だ
。
タ
イ
や

タ
チ
ウ
オ
な
ど
の
「
魚
す
く
い
」、
魚

を
冷
や
す
氷
の
中
の
「
宝
探
し
」、
串

焼
き
な
ど
を
無
料
で
提
供
。
保
育
園
・

幼
稚
園
児
と
保
護
者
、
約
４
０
０
名
が

参
加
し
、
予
想
以
上
の
大
成
功
だ
っ
た
。

　

同
じ
く
、
わ
い
が
や
会
か
ら
生
ま
れ

た
も
の
に
２
０
１
４
年
10
月
か
ら
エ
ン

ジ
ン
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
宮
㟢
さ
ん
が

中
心
と
な
っ
て
始
め
た
「
わ
い
が
や
娘

の
あ
が
ら
の
会
（
有
田
市
女
性
フ
ォ
ー
ラ

ム
）」が
あ
る
。運
営
チ
ー
ム
の
ひ
と
り
・

生
駒
さ
ん
は
、
わ
い
が
や
会
や
お
魚
勉

強
会
で
も
司
会
を
務
め
る
な
ど
活
躍
中
。

ほ
か
に
も
多
く
の
市
民
の
方
々
が
取
り

組
み
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

変
化
は
市
役
所
内
で
も
起
き
て
い
る
。

「
市
役
所
職
員
版
わ
い
が
や
会
」
を
定

期
的
に
開
催
す
る
ほ
か
、
わ
い
が
や
会

で
結
成
さ
れ
た
「
絆
チ
ー
ム
」
が
中
心

と
な
り
、
週
2
回
の
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

を
継
続
。
新
た
な
仲
間
に
よ
る
交
流
の

活
性
化
な
ど
、
新
た
な
機
運
へ
の
期
待

が
膨
ら
ん
で
お
り
、
市
役
所
も
町
も
変

革
が
始
ま
っ
て
い
る
。

私
の
ア
イ
デ
ア
も
実
現
で
き
る

可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す

大人でさえ生きた魚に触
れている人は少ない。「お
魚勉強会」で子供たち
が興奮するのは当然だ

I n t e r v i e w
エ
ン
ジ
ン
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

有
田
市
役
所 

市
民
福
祉
部

福
祉
課 

課
長

宮
㟢
三
穂
子
さ
ん

　

先
日
、
有
田
市
の
人
口
の
10
分
の
１
に
当

た
る
約
３
０
０
０
人
の
署
名
を
持
っ
て
、
市

議
会
議
員
と
２
名
の
女
性
が
陳
情
に
来
ま
し

た
。
市
長
と
私
で
し
っ
か
り
話
を
お
聞
き
し

た
上
で
、
市
民
の
お
ふ
た
り
に
逆
提
案
を
し

ま
し
た
。
今
度
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
女
性

が
集
ま
っ
て
、
市
の
未
来
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
自
ら
現
状
を
変
え
る
た
め
に
行
動
を
起

こ
し
て
い
く「
わ
い
が
や
娘
の
あ
が
ら
の
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
市
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

て
い
る
あ
な
た
方
に
も
ぜ
ひ
協
力
し
て
も
ら

い
た
い
、
と
。
お
ふ
た
り
と
も
、
快
く
承
諾

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

以
前
な
ら
、
陳
情
は
ど
う
し
て
も
苦
情
と

考
え
が
ち
で
、
こ
の
よ
う
に
陳
情
し
て
き
た

市
民
の
方
々
を
仲
間
に
す
る
こ
と
な
ど
、
思

い
つ
き
も
し
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
１
年
間
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
お
か
げ
で
、

人
の
話
に
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
る
余
裕
が
も

て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
彼
女

た
ち
の
話
を
聞
い
て
い
た
ら
、
市
の
課
題
を

真
剣
に
考
え
て
い
る
彼
女
た
ち
こ
そ
、「
わ

い
が
や
娘
の
あ
が
ら
の
会
」
に
ピ
ッ
タ
リ
の

参
加
者
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

今
後
、
こ
の
よ
う
に
し
て
有
田
市
の
多
く
の

人
々
の
話
を
聞
き
、
人
と
人
の
接
着
剤
に
な

っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

有
田
市
長

望
月
良
男
さ
ん

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
鍵
は
エ
ン
ジ
ン

チ
ー
ム
だ
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
は
組
織
的
に
偏

ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
選
び
ま
し
た
。
そ
し

て
、
開
始
前
に
「
ほ
と
ん
ど
前
例
の
な
い
取

り
組
み
を
行
っ
て
、
有
田
市
役
所
を
一
気
に

変
革
し
た
い
。
そ
れ
が
で
き
る
の
は
あ
な
た

方
だ
け
だ
」
と
６
名
の
方
に
お
話
し
し
て
、

最
初
か
ら
本
気
で
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
ま
し
た
。

す
ご
い
」
と
い
う
言
葉
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

市
役
所
内
で
、
エ
ン
ジ
ン
チ
ー
ム
メ
ン
バ

ー
の
考
え
方
や
行
動
力
が
周
囲
に
伝
播
し
て

き
て
い
る
の
も
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
メ
ン
バ
ー
の
変
化
も
そ
れ
ぞ
れ
素

晴
ら
し
い
。
先
日
、
宮
㟢
さ
ん
が
陳
情
に
来

た
市
民
の
方
々
を
「
わ
い
が
や
娘
の
あ
が
ら

の
会
」
に
勧
誘
し
た
際
は
、
一
部
始
終
を
横

で
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
行
動
力
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に
心
底
驚
き
ま
し
た
。

　

市
役
所
全
体
の
雰
囲
気
も
着
実
に
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、
変
革
は
道
半
ば
。
今
後
、

本
格
的
に
好
循
環
を
起
こ
し
て
欲
し
い
。
期

待
し
な
が
ら
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

陳
情
に
来
た
市
民
の
方
々
を

仲
間
に
加
え
ま
し
た

多
様
な
見
方
を
知
っ
た
ら

相
手
と
深
く
分
か
り
合
え
る
よ
う
に

理
想
の
市
役
所
を

「
見
え
る
化
」し
た
い

６
名
か
ら
、
市
役
所
全
体
に

伝
播
し
て
き
て
い
る
の
が
嬉
し
い

　

今
回
の
件
で
私
が
主
導
し
た
の
は
こ
こ
ま

で
で
す
。
以
降
、
私
は
一
切
否
定
も
口
出
し

も
し
て
い
ま
せ
ん
。
全
て
、
エ
ン
ジ
ン
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
人
々
が
、
自
ら

考
え
、
行
動
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
第
一
に
「
共

感
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
す
。
こ
の
後
、
メ
ン

バ
ー
が
、
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
積
極
的
に

な
り
ま
し
た
。「
わ
い
が
や
会
」
で
は
、
市

民
の
方
々
が
一
堂
に
会
し
て
議
論
し
て
い
る

こ
と
自
体
が
感
動
的
で
し
た
。「
お
魚
勉
強

会
」
は
、
参
加
し
た
方
々
が
口
々
に
素
晴
ら

し
か
っ
た
と
言
っ
て
い
て
、
大
成
功
を
実
感

し
ま
し
た
。
文
紀
に
い
や
ん
の
「
市
役
所
は

市
役
所
の
協
力
な
し
で
は

お
魚
勉
強
会
は
不
可
能
で
し
た

市
役
所
が
一
丸
と
な
っ
た
ら

有
田
市
は
変
わ
る
で
し
ょ
う

２
回
の「
わ
い
が
や
会
」で
、

コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

い
く
つ
も
起
こ
っ
た

成果
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
小
国
ま
ち
づ
く
り
研

究
会
「
み
な
り
ん
く
」
は
、『
と
ー
り

ま
か
し
』
33
号
「
志
に
火
を
つ
け
合
う

地
域
未
来
“
み
ん
な
ご
と
”
ア
ク
シ
ョ

ン
」
で
紹
介
し
た
「“
い
ち
黒
川
”
わ

っ
し
ょ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
母
体
だ
。

2
0
1
3
年
10
月
か
ら
２
０
１
４
年
９

月
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
は
「
事
業
創
出
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
伴
走
し
て
き
た
。

 

“
い
ち
黒
川
”
わ
っ
し
ょ
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
黒
川
温
泉
と
南
小
国
町
の
土

創
り
を
行
う
取
り
組
み
だ
っ
た
。
そ
の

中
心
メ
ン
バ
ー
・
北
里
有
紀
さ
ん
た
ち

9
名
が
、
自
主
的
に
み
な
り
ん
く
を
立

ち
上
げ
た
。
み
な
り
ん
く
そ
の
も
の
が
、

土
創
り
の
大
き
な
成
果
の
ひ
と
つ
だ
。

　

み
な
り
ん
く
の
基
本
方
針
は
、「
１

０
０
０
年
後
も
変
わ
ら
ず
南
小
国
町
が

あ
り
続
け
る
た
め
に
、
ま
ず
は
こ
れ
か

ら
50
年
間
、
南
小
国
を
取
り
巻
く
あ
ら

ゆ
る
資
源
を
つ
な
ぐ
た
め
の
ひ
と
づ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
」
と
い
う
も

の
だ
。
自
然
と
の
共
生
を
重
視
し
な
が

ら
、
経
済
的
・
社
会
的
に
地
域
を
活
性

化
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る
。

 

「
事
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
表
２
）

で
は
、
み
な
り
ん
く
の
想
い
を
仕
組
み

化
す
る
た
め
、
組
織
方
針
を
決
定
し
、

事
業
モ
デ
ル
案
を
創
っ
た
上
で
、
各
事

業
を
企
画
し
、
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
を

行
い
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
。

　

結
果
、
み
な
り
ん
く
は
地
域
内
外
の

人
々
を
つ
な
げ
る
「
ハ
ブ
組
織
」
を
目

指
す
と
定
ま
っ
た
。
地
域
外
と
の
つ
な

が
り
を
増
や
す
こ
と
で
、
地
域
課
題
を

皆
の
問
題
（
み
ん
な
ゴ
ト
）
と
し
て
考

え
る
人
を
地
域
に
増
や
し
な
が
ら
、
創

造
の
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
を
第
一
の

提
供
価
値
と
決
め
た
の
だ
。

　

特
徴
的
な
の
は
複
数
事
業
を
立
ち
上

げ
て
い
る
こ
と
だ
。
地
域
の
リ
ス
ク
を

下
げ
る
意
味
で
も
、
み
な
り
ん
く
は
地

域
の
既
存
事
業
や
強
み
を
基
に
「
多
様

な
木
」
を
育
て
る
こ
と
を
選
ん
だ
。

　

現
在
、
み
な
り
ん
く
で
は
数
々
の
事

業
を
試
験
的
に
始
め
、
い
く
つ
か
は
軌

道
に
乗
り
始
め
て
い
る
（
表
３
）。
そ
れ
ら

は
ふ
た
つ
に
大
別
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
地

域
の
ハ
ブ
と
し
て
力
を
発
揮
す
る
事
業
で
、

共
創
ツ
ア
ー
や
み
な
Co
ラ
ボ
が
あ
る
。

　
「
共
創
ツ
ア
ー
」は
、地
域
外
の
人
々

と
南
小
国
町
で
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

す
る
た
め
、
何
が
で
き
る
か
を
共
に
考

え
る
ツ
ア
ー
で
あ
る
。
何
度
か
実
施
さ

れ
、
早
く
も
コ
ラ
ボ
サ
ー
ビ
ス
（
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
リ
ゾ
ー
ト
）
な
ど
を
創

出
。
富
士
通
研
究
所
を
中
心
に
大
手
メ

ー
カ
ー
６
社
以
上
が
参
加
す
る
「.org

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と
、
都
市
部
の
企
業

が
地
域
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
が
よ

い
か
を
追
求
す
る
「
地
域
×
企
業
共
創

ツ
ア
ー
」
の
企
画
も
進
行
中
だ
。

　
「
み
な
C
o
ラ
ボ
」
は
、
南
小
国
町

の
人
々
が
集
ま
る
土
創
り
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
、
過
去
２
回
実
施
。
定
期
的
に
開
催

予
定
だ
。
７
月
に
は
、
町
が
取
り
組
む

ブ
ー
タ
ン
国
交
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携

し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
っ
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
利
益
創
出
を
目
指

し
、
経
済
、
人
材
、
つ
な
が
り
の
好
循

環
を
目
指
す
事
業
だ
。
例
え
ば
、
地
元

資
源
の
「
小
国
杉
活
用
事
業
」
と
し
て
、

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
生
産
と
活
用
、
木
工

品
の
企
画
・
販
売
、
木
育
活
動
な
ど
を

推
進
。
他
も
並
行
し
て
進
め
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
本
格
的
に
利
益
が
生
ま
れ

る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
彼
ら
の
創
っ

た
「
苗
木
」
は
少
し
ず
つ
着
実
に
成
長

し
て
い
る
。
み
な
り
ん
く
は
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
を
創
り
、
地
域
の
持
続

的
発
展
を
目
指
し
て
い
く
。

（左上）吉原岩戸神楽パンフレット、（右上）小国杉共創ツアー、（左下）小国
杉ファイルとペン、（右下）みなりんくメンバー

◎
事
例
／
熊
本
県
南
小
国
町

　
　
　
　
「
み
な
り
ん
く
」

表3：みなりんくが創出、
　　 またはサポートした事業
　 　　（2014年10月現在）

□地域×都市共創ツアー
　地域×企業共創ツアー
□みなCoラボ（場づくり事業）
□ツーリズムEXPOジャパン出展
□空き家事業（古民家をゲストハ
　ウスとして再利用）
□世界に打って出る
　みなりんく映像プロジェクト
□ブータンとの国交
 プロジェクト、幸せ指数調査
□移住促進事業
□小国杉活用事業
□特産品開発事業
□赤牛の地産池消事業
□吉原岩戸神楽関連の商品開

発

I n t e r v i e w
み
な
り
ん
く
代
表
理
事
／

有
限
会
社
御
客
屋
旅
館

代
表
取
締
役

北
里
有
紀
さ
ん

　

昔
は
「
良
い
も
の
は
地
域
の
外
に
あ
る
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
「
良
い
も
の

は
地
域
の
中
に
あ
る
」
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
活
か
す
に
は
、
地
域
内
外
の
つ
な

が
り
を
増
や
し
、
質
を
高
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
み
な
り
ん
く
を
地
域

内
外
の
「
窓
口
」
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

現
在
は
つ
な
が
り
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
収

益
を
得
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
挑
戦

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
仕
組
み
を
創
る
ま
で
は
現
メ
ン
バ
ー

が
中
心
で
運
営
し
ま
す
が
、
５
年
後
も
同
じ

メ
ン
バ
ー
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
私
が
代
表
を

務
め
る
の
も
あ
と
２
年
く
ら
い
で
し
ょ
う
。

組
織
を
、
そ
し
て
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
に
は
、
役
割
は
で
き
る
だ
け
固
定
化
し
な

い
ほ
う
が
よ
い
で
す
か
ら
。

み
な
り
ん
く
副
代
表
理
事
／

南
小
国
町
農
業
者
グ
ル
ー
プ

百
姓
い
っ
き
代
表
／
さ
と
う
フ
ァ
ー
ム
代
表

佐
藤
勝
明
さ
ん

　

み
な
り
ん
く
を
始
め
て
か
ら
、
一
言
で
言

う
と
、
仕
事
へ
の
姿
勢
が
変
わ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
私
は
地
元
の
吉
原
集
落
で
、
伝
統

の
吉
原
岩
戸
神
楽
を
継
承
す
べ
く
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
も
仲
間
た
ち
と
北
極

星
を
共
有
し
た
と
こ
ろ
、
議
論
を
よ
り
建
設

的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
相
手
の
考
え
を
否
定
せ
ず
、
す
り
あ
わ

せ
な
が
ら
物
事
を
実
現
し
て
い
く
習
慣
が
つ

い
た
こ
と
も
大
き
な
変
化
で
す
。

　

先
日
、
神
楽
を
催
し
た
際
に
は
、
共
創
ツ

ア
ー
の
方
々
も
観
に
来
て
く
れ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
言
葉
を
掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
ら
の

感
想
や
ア
イ
デ
ア
は
地
域
内
か
ら
出
て
こ
な

い
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
、
神
楽
や
町
の
可

能
性
に
つ
い
て
多
く
を
学
べ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
出
会
い
に
よ
っ
て
、
自
分
の
世
界
が

日
々
広
が
っ
て
い
く
実
感
が
あ
り
ま
す
。

み
な
り
ん
く
事
務
局
長
／

南
小
国
町
役
場

ま
ち
づ
く
り
課
企
画
商
工
観
光
係

橋
本
哲
典
さ
ん

　

最
近
、
み
な
り
ん
く
の
創
っ
た
「
苗
木
」

が
育
っ
て
き
た
実
感
が
あ
り
ま
す
。
何
を
す

べ
き
か
ピ
ン
ト
が
絞
れ
て
き
た
と
同
時
に
、

南
小
国
町
の
魅
力
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
き

ま
し
た
。
今
は
、
同
じ
想
い
を
抱
く
人
た
ち

と
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
と
創
っ

て
い
く
の
が
楽
し
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
普
段
、
役
場
で
働
い
て
い
ま
す
か
ら
、

経
営
に
は
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
み
な
り
ん
く
で
、
収
支
な
ど
も
意
識
し

な
が
ら
行
動
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

役
場
で
も
役
に
立
つ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

南
小
国
町
で
は
役
場
が
最
も
大
き
な
雇
用

先
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
い
ず
れ
は
み
な
り
ん

く
が
関
係
す
る
事
業
で
役
場
以
上
の
雇
用
を

創
出
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

地
域
財
政
の
改
善
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

み
な
り
ん
く
副
代
表
理
事
／

南
小
国
町
商
工
会
青
年
部

部
長
／
山
の
飯
沙
羅 

店
長

佐
藤
志
郎
さ
ん

　

み
な
り
ん
く
を
始
め
て
か
ら
、
地
域
内
外

１
０
０
人
以
上
の
方
と
新
た
に
出
会
い
ま
し

た
。
東
京
な
ど
に
行
く
機
会
も
増
え
、
劇
的

な
環
境
の
変
化
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
内
の
方
々
と
話
す
機
会
も
増
え
ま
し

た
が
、
分
か
っ
て
き
た
の
は
、
み
な
り
ん
く

の
活
動
内
容
が
地
域
内
に
伝
わ
り
き
っ
て
い

な
い
こ
と
。
今
後
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
何
も
し
て
い
な
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
末
と
今
年
７
月
に
「
み

な
C
o
ラ
ボ
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
南
小
国
町
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
多

く
の
町
民
が
集
ま
っ
て
自
由
に
話
し
合
う
場

で
す
。
今
後
も
定
期
的
に
開
催
し
て
、
共
に

町
を
良
く
し
て
い
く
仲
間
を
も
っ
と
も
っ
と

増
や
し
、
地
域
の
熱
を
高
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

み
な
り
ん
く
を
地
域
内
外
の

「
窓
口
」
に
し
た
い

共
創
ツ
ア
ー
の
参
加
者
た
ち
が

町
の
可
能
性
を
教
え
て
く
れ
た

み
な
り
ん
く
で
、
役
場
以
上
の

雇
用
を
生
み
出
せ
た
ら

町
を
良
く
し
て
い
く
仲
間
を

も
っ
と
も
っ
と
増
や
し
た
い

「
仕
組
み
創
り
」
を
担
う

組
織
が
自
主
的
に

立
ち
上
が
っ
た

背景

地
域
内
外
の

ハ
ブ
と
な
り
、複
数
の

事
業
を
立
ち
上
げ
る

施策

自
ら
土
創
り
を

行
い
な
が
ら
、
利
益
の

創
出
を
多
様
に
目
指
す

成果

表2：みなりんく事業創出プロジェクト概要

期間：2013年10月～2014年9月
セッション／10回
※そのほかに、数十回のチームミーティングを実施

第1回（2013年10月）
□事業創出フレームの概要・理解
第2回（2013年12月）
□組織方針（存在意義・ありたい未来など）

決定、事業アイデア創出
第3回（2014年1月）
□事業アイデアのブラッシュアップ
第4回（2014年3月）
□事業企画の推進
第5回（2014年4月）
□事業企画の推進
第6回（2014年5月）
□新規事業の自分ゴト化
第7回（2014年6月）
□共創ツアーのプロトタイプ実施
第8回（2014年7月）
□東京にて都会カスタマー体験
第9回（2014年8月）
□事業の視える化（北極星・商品設計・

提供プロセス・リスクなど）
第10回（2014年9月）
□1年間の振り返り。事業創出の種・芽の

整理と、今後のプランニング

フェイズ2
地域イノベーション

地域コ・クリエーション
研究の

さ
ら
に
み
ん
な
ゴ
ト
を
加
速
し
な
が
ら
、

好
循
環
を
も
た
ら
す
仕
組
み
を
創
る

み
ん
な
ゴ
ト
化
が
十
分
に
進
ん
だ
ら
、
い
よ
い
よ
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
。

地
域
外
と
の
つ
な
が
り
を
増
や
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み
を
創
り
、
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
。
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２
０
１
３
年
に
、私
た
ち
は
地
域
コ
・

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
皆
で
研
究
す
る

「
コ
ー
ク
リ
ラ
ボ
」
を
立
ち
上
げ
、
２

０
１
４
年
９
月
ま
で
に
４
回
実
施
し
て

き
た
（
表
４
）。
日
本
各
地
で
地
域
を

変
え
る
た
め
に
行
動
し
て
い
る
中
心
人

物
た
ち
が
、
お
よ
そ
３
カ
月
に
１
度
、

東
京
や
黒
川
温
泉
で
一
堂
に
会
し
た
。

左
に
紹
介
し
た
の
は
、
過
去
の
主
な
参

加
チ
ー
ム
だ
。
今
後
も
定
期
的
に
開
催

す
る
予
定
で
、
有
馬
温
泉
チ
ー
ム
な
ど
、

続
々
と
新
チ
ー
ム
が
加
わ
る
こ
と
が
す

で
に
決
ま
っ
て
い
る
。

　

コ
ー
ク
リ
ラ
ボ
の
参
加
者
た
ち
に
は
、

次
の
よ
う
な
数
多
く
の
使
命
が
あ
る
。

❶
ラ
ボ
で
も
毎
回
体
験
す
る
「
土
創
り

サ
イ
ク
ル
」
を
、
各
地
域
で
さ
ら
に
広

め
る
。
❷
さ
ま
ざ
ま
な
「
専
門
家
」
か

ら
学
び
、
思
考
を
深
め
、
見
方
を
変
え

る
。
❸
「
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
事
例
」

か
ら
互
い
に
学
び
合
い
、
刺
激
を
受
け

合
う
。
❹
「
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
の
化

学
反
応
」
を
起
こ
し
、
地
域
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
盛
ん
に
す
る
。❺
皆
で「
集

合
知
」
を
創
り
、
一
地
域
で
は
解
決
で

き
な
い
課
題
に
立
ち
向
か
う
。
❻
ラ
ボ

そ
の
も
の
が
日
本
中
の
地
域
を
変
え
る

伴
走
役
に
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
将

来
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
そ

の
方
向
性
を
メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
う
。

　

つ
ま
り
、
コ
ー
ク
リ
ラ
ボ
は
、
よ
り

良
い
地
域
を
創
る
た
め
の
「
多
層
的
な

コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
」
な
の
で

あ
る
。
い
ま
だ
発
展
途
上
で
あ
り
、
今

後
さ
ら
に
多
層
的
、
多
機
能
的
に
な
っ

て
い
く
可
能
性
も
高
い
。

新たな
研究の場

コークリラボ
過 去 参 加 チ ー ム（今後続々増加予定）

地域コ・クリエーション
研究の

私
た
ち
は
、
多
く
の
地
域
が
学
び
合
い
、
つ
な
が
り
合
う
新
た
な
場
と
し
て
、

2
0
1
3
年
か
ら
、「
コ
ー
ク
リ
ラ
ボ
」（
地
域
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
）を
始
め
た
。

そ
の
内
容
や
成
果
を
紹
介
す
る
。

地
域
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

皆
で
研
究
す
る
場
を
創
っ
た

ラ
ボ
自
体
が
、
多
層
的
な

コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

第4回コークリラボは熊本県・黒川温泉で実施。地域の特色を知ることも大き
な学びにつながる。

小布施チーム
長野県小布施町1

参加メンバー／慶應SDM・小布施町ソーシャルデザイ
ンセンター研究員の大宮透さん、慶應義塾大学SFC
の藤原正賢さんたち

京都チーム
京都府京都市3

参加メンバー／NPO法人場とつながりラボhome's viの嘉
村賢州さん、淺田雅人さん、京都まちづくりコーディネータ
ーの会（京まちコ）の山本恵果さん、松井朋子さんたち

沖縄チーム
沖縄県那覇市8

参加メンバー／株式会社ルーツの平田直大さんたち

黒川・南小国チーム
熊本県南小国町6

参加メンバー／みなりんくの北里有紀さん、橋本哲典さん、
佐藤志郎さん、佐藤勝明さん、黒川温泉の武田亮介さ
んたち

富山チーム
富山県富山市2

参加メンバー／富山県首都圏本部の田崎博勝さんたち

コークリラボの様子。全員でのダイアローグ、ワー
ルド・カフェ、プレゼンテーション、個人ワークな
ど、内容は毎回多彩

高知県高知市4

高知チーム

参加メンバー／高知県観光コンベンション協会の小
田展正さん、高知県観光振興部の秋田大地さんたち

市町村と本気で
話し合える場を創りたい
市町村からの提案に対して逆提案できるよう
になるなど、ラボで得た知恵やスキルを、日々
の仕事で活かせています。また、ラボに参加
している以上、私も実践、問い、答えのサイク
ルを回し続けて、何か皆さんに貢献できる事
例を残さなければという責任感が芽生えまし
た。例えば、市町村の人々 の目線に立ち、彼
らと本音で話し合う場が創れたらと考え、ラ
ボの知恵を参考にしながら早速行動を始めて

います。
秋田大地さん
高知県観光振興部 
地域観光課 主事

I n t e r v i e w

熊本県上天草市5

上天草チーム

参加メンバー／上天草市役所観光おもてなし課の北岡敦広
さん、西釜裕也さん、山川康興さん、川端彰さんたち

ラボの知恵を、五橋祭や
海風マルシェで活かしています
昨年から市の一大イベント「天草五橋祭」の
運営の大部分を、市民で構成された実行委員
会に任せています。委員の皆さんが祭りを自
分ゴトとして考え、詳細まで皆で話し合い決
定。反省点はありますが、市一丸となった祭
りを実現できました。また、「上天草海風マル
シェ」は、市民が主体的に運営し、年４回・
毎回1000人ほどが来場する特産品販売イベ
ントに成長。どちらも、ラボのノウハウを最大

限に活用した成果です。
山川康興さん
熊本県上天草市役所 
観光おもてなし課 観光振興係長

I n t e r v i e w

宮崎県宮崎市7

宮崎チーム

参加メンバー／宮崎てげてげ通信の長友まさ美さん、
日南市マーケティング専門官の田鹿倫基さんたち

人と人を繋げるローカルメディアの挑戦！ 
宮崎の魅力を発信する
私は、宮崎県の魅力をもっとたくさんの人に伝
える地元メディア「宮崎てげてげ通信」を運営
しています。また、飫肥杉世界展開プロジェク
トの広報としても活動。市民の皆さんから集め
た325万円でNYのギフトショーに出展しました。
ラボ仲間の南小国の人たちにも「飫肥杉視察
ツアー」に来ていただきました。これらの取り組
みも、ラボから多くの勇気や知恵を得ているか
らできること。今後もワクワクと経済の両立を

目指し、ラボで多くを学びます。
長友まさ美さん
宮崎てげてげ通信代表、
サンワード・ラボ株式会社 代表取締役

I n t e r v i e w

表4：コークリラボの過去開催会一覧

第1回（2013年10月）＠東京
□アドバイザー／ボブ・スティルガーさん
□主な内容／各地域での取り組みストーリー

共有、地域変革手法を学ぶ、日本全体
における我々の役割探求など

第2回（2014年2月）＠東京
□アドバイザー／ボブ・スティルガーさん
□ゲスト／榎本英剛さん（よく生きる研究所

代表、トランジション・ジャパン初代代表）
□主な内容／各地域の実践共有、個人の想

いの探究、ナレッジ・カフェ、「トランジショ
ン・タウン（ゲストトーク）」など

第3回（2014年5月）＠東京
□アドバイザー／ボブ・スティルガーさん
□ゲスト／前野隆司さん（慶應義塾大学大

学院教授）
□主な内容／各地域の実践共有、ワクワク

と経済の両立について、「幸せの４因子（ゲ
ストトーク）」など

第4回（2014年9月）＠熊本・黒川温泉
□ゲスト／黒川温泉の先代の方々
□主な内容／各地域の実践共有、地域変

革の共通課題整理、ラボのビジョニング、
挑戦したいことなど

コ
ー
ク
リ
ラ
ボ
（
地
域
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
）

12

3

4
65

7

8
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私
は
世
界
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
創
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま

し
た
が
、
地
域
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

研
究
や
コ
ー
ク
リ
ラ
ボ
と
似
た
取
り
組

み
は
、
実
は
今
、
世
界
の
至
る
と
こ
ろ

で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

証
拠
に
ひ
と
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。
カ
ナ
ダ
で
は
医
療
シ

ス
テ
ム
が
危
機
に
あ
り
、
全
国
民
へ
の

医
療
保
障
を
満
た
せ
な
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
あ
る
病
院
の
管
理

職
が
、
８
人
の
仲
間
と
週
1
時
間
の
話

し
合
い
を
始
め
ま
し
た
。
初
め
は
ご
く

少
数
の
集
ま
り
で
し
た
が
、
３
年
後
、

そ
れ
は
２
日
間
で
数
百
名
が
参
加
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
発
展
し
、
彼
ら
の
力
で
病

院
の
仕
事
の
仕
方
・
組
織
の
あ
り
方
が

大
き
く
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
中
で
、
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
て
い

ま
す
。
こ
の
研
究
や
ラ
ボ
も
、
こ
の
流

れ
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
研
究
と
ラ
ボ
に
は
、

世
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
言
え
る
ほ
ど
画

期
的
な
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
リ

ク
ル
ー
ト
と
い
う
日
本
の
中
央
に
あ
る

大
企
業
が
、
各
地
域
と
対
等
な
立
場
で
、

お
互
い
の
も
つ
ス
キ
ル
、
リ
ソ
ー
ス
、

洞
察
な
ど
を
提
供
し
合
い
な
が
ら
地
域

を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
豊
富
な
リ
ソ
ー
ス
や
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
は
、
地
域
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
す
上
で
大
変
有
用
で
す
。
例

え
ば
、
私
が
ラ
ボ
に
参
加
し
、
こ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
る
こ
と
自
体
、

Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
介
在
で
実
現
で
き
た
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う
に
都
市
部
の
大
企
業
が

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
上
手
に
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ん
で
い
る
例
は
、
世

界
で
も
稀
で
す
。

　

地
域
の
人
々
が
最
も
嫌
う
の
は
、
中

央
の
人
が
権
威
を
纏
っ
て
上
か
ら
目
線

で
指
示
す
る
こ
と
で
す
。
い
か
に
優
れ

た
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
で
は

地
域
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
点
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
方
々
は
丁
寧
に

関
係
を
築
き
、
地
域
か
ら
十
分
に
信
頼

を
得
て
、
彼
ら
が
中
央
の
ア
イ
デ
ア
を

受
け
入
れ
や
す
い
状
況
を
創
り
出
し
て

い
ま
す
。
前
野
教
授
や
私
な
ど
が
、
ラ

ボ
で
仲
間
の
ひ
と
り
と
し
て
彼
ら
と
良

い
関
係
を
築
け
る
の
も
、
そ
の
ベ
ー
ス

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ

の
研
究
の
裏
に
、
地
道
な
活
動
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

明
治
維
新
は
、
変
化
が
シ
ス
テ
ム
の

周
縁
か
ら
起
こ
る
と
い
う
良
い
例
で
し

た
が
、
コ
ー
ク
リ
ラ
ボ
も
ま
た
、
周
縁

か
ら
日
本
を
変
え
て
い
く
力
を
秘
め
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
第
１
回
の
参
加
者

の
中
に
は
「
上
司
に
ラ
ボ
の
重
要
性
を

理
解
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
、
自

費
で
や
っ
て
き
た
」
方
や
「
ラ
ボ
が
と

て
も
重
要
だ
と
思
っ
た
の
で
、
夜
行
バ

ス
で
駆
け
つ
け
た
」
方
が
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
は
、
す
で
に
ラ
ボ
の
価

値
が
よ
く
分
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
り
に
は
い
く
つ
か

の
原
則
が
あ
り
ま
す
。
発
起
人
は
、
周

囲
か
ら
の
信
頼
さ
え
あ
れ
ば
ト
ッ
プ
で

も
若
手
で
も
誰
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
組
織
で
も
、
大
き

く
育
つ
ま
で
に
は
忍
耐
が
必
要
で
す
。

先
ほ
ど
の
カ
ナ
ダ
の
例
も
３
年
か
か
っ

て
い
ま
す
。
コ
ー
ク
リ
ラ
ボ
も
じ
っ
く

り
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
そ
ろ
そ
ろ
多
く
の
仲
間

を
集
め
る
時
期
で
す
。
も
し
コ
ー
ク
リ

ラ
ボ
が
価
値
の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な

ら
、
必
ず
「
良
い
香
り
」
を
放
ち
ま
す
。

そ
の
香
り
に
惹
か
れ
て
、
多
く
の
人
が

集
ま
る
で
し
ょ
う
。
ラ
ボ
に
仲
間
が
増

え
、
シ
ス
テ
ム
が
変
容
し
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
が
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

人
口
減
少
、
高
齢
化
、
医
療
、
経
済
、

人
生
の
質
な
ど
、
地
域
の
諸
問
題
を
中

央
が
解
決
し
て
く
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
域
の
方
々
が
共
に
一
歩
前
に

出
て
、
自
ら
変
化
を
進
め
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
で
す
。
こ
の
研
究
は
、
そ
の

際
の
大
き
な
参
考
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

最
後
に
ふ
た
つ
、
読
者
の
皆
さ
ん
に

問
い
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。「
今
、

あ
な
た
が
大
事
だ
と
思
う
も
の
は
何
で

す
か
？
」「
そ
の
た
め
に
、
誰
と
何
を

話
す
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？
」

　

こ
の
研
究
発
表
と
併
せ
て
、
２
０
１

５
年
２
月
に
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の

ラ
ボ
の
成
果
、
各
地
で
の
成
果
を
発
表

し
、
さ
ら
に
そ
の
場
で
新
た
な
化
学
反

応
を
起
こ
し
、
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す

「
地
域
未
来
共
創
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
仮
）」

を
開
催
す
る
予
定
だ
。
研
究
の
中
間
発

表
を
す
る
と
共
に
、
次
の
フ
ェ
イ
ズ
へ

と
舵
を
取
り
、
こ
の
研
究
や
ラ
ボ
が
大

き
く
成
長
し
、
飛
躍
し
て
い
く
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

コ
ー
ク
リ
ラ
ボ
は
、
今
後
も
年
４
回

ほ
ど
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
く
。
さ

ら
な
る
発
展
・
成
長
を
遂
げ
、
い
ず
れ

は
「
地
域
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
全

国
的
な
ハ
ブ
」
と
な
り
、
ラ
ボ
メ
ン
バ

ー
全
員
で
壮
大
な
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
特
に
、「
地
域
×
都
市
」（
み
な
り

ん
く
映
像
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
）、「
地

域
×
企
業
」（
み
な
り
ん
く
と
富
士
通

研
究
所
及
び
「.org
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
）
の
事
業
化
・
仕
組
み
化
を
進
め

な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
「
コ
・
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
カ
タ
チ
」
が
効
果
的
か
、

地
域
と
都
市
、
地
域
と
企
業
が
互
い
の

強
み
を
発
揮
し
て
、
地
域
に
新
た
な
価

値
を
提
供
で
き
る
の
か
、
検
証
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
ラ
ボ
で
の
研
究
と
並
行
し
て
、

黒
川
・
南
小
国
、
あ
る
い
は
他
の
地
域

が
、
本
格
的
に
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と
成
果
、

ま
た
結
果
と
し
て
地
域
で
新
た
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
か
、
ど
の
よ
う

な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の
か
な
ど
に
つ
い

て
は
、
継
続
的
に
研
究
を
進
め
、
い
ず

れ
改
め
て
報
告
し
た
い
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、

世
界
中
で
始
ま
っ
て
い
ま
す

一
方
で
、
こ
の
研
究
は

パ
イ
オ
ニ
ア
で
も
あ
り
ま
す

地
域
の
問
題
は
、
地
域
が

自
ら
変
化
を
進
め
な
く
て
は

この方にお聞きしました

考察

　4年間、さまざまな地域や地域経
営者の変革をお手伝いして思うこと。
地域コ・クリエーションに本当に必要
なのは「手法（やり方）」ではない。
地域や人を「心から愛せるか（あり方）」
だ。地域を故郷のように想い、行く
末を案じ、共に心から喜び合う。そ
の心の通じ合いからコ・クリエーショ
ンは生まれていく。私が「リクルート
の人」として関わるだけでは、変化は
生まれなかっただろう。私自身「一個
人」として地域の人たちと深く関わる
中で、地域が「自分ゴト」になってい
った。その私の変化によって生じた
熱が、地域にみんなゴトと地域イノベ
ーションを起こす原動力となり、成果
へと繋がっているのだと感じている。
　「よその人」である私をそこまで自
分ゴト化させるのは、「地域に眠って
いるチカラ」だ。仲間意識、自然や
里山を大切に想い守る姿勢、地域を
愛する気持ち…。都市では忘れがち
な「人として誰もが感じる大切なこと」
が地域にはたくさんある。
　そのチカラには、地元の人だけで
なく、そこに生まれていない人をも「第
二町民」として惹きつける強い引力
がある。そのチカラが垣根を越えた
連携とコ・クリエーションを生み出し、
地域だけで解決しない問題を乗り越
える奇跡を可能にする。
　地域コ・クリエーションを全国に届
けること。それが私の役割だ。地域
に眠る力に、関わる地域内外の人た
ちの知恵やリソースが加わった時、
化学反応が起きる。触媒のひとりと
して、私はこれからも「一個人」とし
て地域とつながり、数 の々経験と「リ
クルート」というリソースを地域に注
ぎ続けたいと思っている。

みんなゴトの本当の源泉は
地域に眠っているチカラ

じゃらんリサーチセンター
研究員

三田 愛
人材育成、地域力開発を専
門とし、地域変革支援を研
究。米国CTI認定プロフェッ
ショナル・コーチ

ボブ・スティルガーさん
1970年、日本語と日本文化を学ぶために早稲
田大学の学生として来日。1974年にコミュニテ
ィ開発のための会社を米国で設立し、30年に
わたり地域コミュニティなど様 な々組織に対して
多様な領域で、健全でしなやかなコミュニティづ
くりのサポートに携わる。その後、マーガレット・
J・ウィートリーと共に Berkana Instituteの共同
代表を務め、現在はNew Storiesの創設者、共
同代表。南アフリカ、ジンバブエ、インド、ブラ
ジル、オーストラリアなど世界各地で活動を展
開し、人々が関係性を再構築し、信頼を築き、
共に未来を描き、行動する仲間となるためにダ
イアログ（対話）を実践。2010年に再来日して
以降、日本が主な活動拠点のひとつとなる。特
に東日本大震災以降は、日本国内や被災地域
で活動する仲間と協働し、東北の人たちが、自
分たちの求める未来を自分たちの手で創るため
の活動に力を入れている。

グローバル・コミュニティ・コネクター
New Stories共同代表

地
域
が
最
も
嫌
う
の
は
、

中
央
の
人
が
指
示
す
る
こ
と

ラ
ボ
は
、「
良
い
香
り
」
を

放
つ
段
階
に
来
て
い
ま
す

地
域
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

識者
in ter v iew

地域コ・クリエーション
研究の

とーりま かし 的

こ
の
研
究
は
、
明
治
維
新
の
よ
う
に

周
縁
か
ら
日
本
を
変
え
る
力
を
秘
め
て
い
ま
す

コ
ー
ク
リ
ラ
ボ
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
組
織
開
発
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
の
実
践
に
お
け
る

第
一
人
者
の
ひ
と
り
、
ボ
ブ
・
ス
テ
ィ
ル
ガ
ー
さ
ん
に
、
こ
の
研
究
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

C o l u m n

記事に書ききれなかった内容や、具体的な実践内容、地域の人の声などの映像を、右のURLでご紹介しています。http://jrc.jaran.net/henkaku.html


